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2 事業の成果

令和6年10月5日に、今年は土佐の豊穣祭の仁淀川会場のイベントとして、開催すること

ができた。 また、 ONSEN・ ガストロノミ ー ウォ ー キングin仁淀ブルーを同時開催するこ

とで、特に県外からのお客様が午前中から仁淀川を楽しんでいただき、そのままイベント会

場まで来ていただくことができた。 このイベントもスタ ートの時間の集客に苦労していた

が、今年は、イベントスタ ート前から商品を購入するお客様がいらっしゃり、客席も早々に

座っていただくことができた。

イベントスタ ートとなる1 4時からは、 地元の小学校、 中学校、 尚校の和太鼓部による

和太鼓演奏が行われた。 その後はよさこいグルー プによる演舞が行われ、 会場のお客様

にも参加していただき、 一 緒になって踊り、 大いに盛り上がった。 県外からのお客様も

多く、 地元の文化やよさこいに触れてもらい、 素晴らしい雰囲気で イベントをスタ ート

することができた。

その後、 オー プニングセレモニーとして、 仁淀川流域の首長や関係者に登垣していただ

き、 仁淀川流域にある四蔵の酒造会社（司牡丹、 亀泉酒造、 商知酒造、 酔鯨酒造）提供

による、 鏡割りも行った。 その後、 ふるまい酒として、 会場の方にふるまったが、 各首

長などからもふるまっていただき、 アットホ ー ムな雰囲気を作ることができ、 お客様の

行列ができるほど、 人気となった。 この時間には、 会場の席も8割ほど埋り、 例年にな

くお客様に来ていただき、 お店も行列ができるお店などが出て、 活気のある状態となっ

ておりました。






